遠藤周作『死海のほとり』における「美しい世界」の意味 : フランクル『夜と霧』を手がかりに by 倪, 楽飛
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository
Title 遠藤周作『死海のほとり』における「美しい世界」の意味 : フランクル『夜と霧』を手がかりに
Auther(s) 倪, 楽飛








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロゴセラピー研究は、 心理学を除けば 教育学や社会学に限られている。文学研究においては、フランクルの著書から影響を受け、文芸研究の中に「人間の魂」に関わる「死と愛」 真実を求める研究が
（７）
潜流してはい

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作文学全集』第三巻の巻末にある山根道公氏による解題（四三九～四四三頁）において、『死海 ほ り』の成立や主題のほか、作中人物のモデル、原型、及び作品を書く当時の作者遠藤の様子 どが詳細に報告されている。これらの情報から、『死海 ほとり』は作者遠藤自身 実生

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































） 「 『死海のほ り の一側面」 （ 『早稲田文学』一九七三年一〇月号）
 
 （





















































〇〇〇年七月） よれば、遠藤は一九五六年一一月〜翌年一月、一九六九年一月〜二 、一九七〇年四月〜五月、そして 九 二 三 〜四月、イスラエルに四回行ったという。
 
 （
31）遠藤周作「異邦人の苦悩」 （ 『別冊新評』一九七三年十二月）
 
 付
記
 
本文
引用は、すべて『遠藤周作文学全集』第三巻（新潮社、一九九九
年七月）に拠る。
 
 
 
（にい
 
らくひ、広島大学大学院博士課程後期在学）
 
 
 
